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中国地方のサワガニにおける宮崎肺吸虫の寄生について

西田弘十長花操§初鹿了§

清水泉太§川上茂§

(昭和53年１月３０日受領）

る．また本虫の分布は西日本から東海地方におよびさら

に東北地方からも報告されている．

さて中国地方では前述のように山口県において初めて

発見され西田・初鹿（1960）によって岩国，美称，宇

部，下関の４市と佐波，阿武，厚狭の３郡に分布するこ

とが明らかにされたが，その後，亀谷ら（1966)，初鹿

(1967)らの調査が行われ，防府市と玖珂，豊浦の２郡が

本虫の分布地として追加されている．しかし山口県以外

の４県すなわち鳥取，島根，岡山，広島の各県では本虫

の分布状況は明らかでなく，前記の西田・初鹿および初

鹿の２つの調査でもともに陰性の成績に終っている．

ところがこの地方には古くからサワガニに薬効がある

という伝承があり，民間薬として解熱，消炎等の効果

を期待してこのカニの生汁が利用されている地もあるた

め，もし本虫が分布しているとすればヒトへの感染の危

険性も考えられるので，この４県における本虫の分布を

明らかにする目的でこの調査を行った．

緒言

宮崎肺吸虫ＨＪｒａｇｏ"z"z"Ｓｍｉｙａｚａ肺Ｋａｍｏ,Nishi‐

da，HatsushikaetTomimura，1961は初め宮崎(1955）

によって佐賀県産イタチから見出されケリコット肺吸虫

PjeJZicoZZiWard，１９０８として報告されていた．その

後西田・初鹿（1960）は中国地方のイタチとテンについ

て調査し，山口県産イタチとテンに同じ肺吸虫成虫の寄

生を認めて報告し，本種とアメリカ産のＰ・MZicozri

との異同に関しては今後さらに発育史を追究して検討し

たいと述べた．次いで加茂ら（1961）は前記西田らによ

って肺吸虫の寄生が認められたイタチの捕獲地である岩

国市六呂師でサワガニを採集し，これに寄生していた肺

吸虫メタセルカリアをネコとラットに与えて得た成虫に

基づいて新種記載を行い，Ｂzγαgo"〃"ｓ’"iyaza航宮

崎肺吸虫と命名した．その後初鹿ら（1966)，西田ら

(1969)をはじめ諸家によって研究が進められ発育史が

解明され，また国内に広く分布することが明らかにされ

ている．すなわち本虫の第１中間宿主は淡水産微小貝ホ

ラアナミジンニナByZhi"eJm（Ｍｏ７ｉα）〃iPPo"iＣａお

よびその亜種であるアキヨシホラアナミジンニナＢ・

（Ｍ）〃．αAiyoshie"sisである.第２中間宿主はサワガニ

Ｐｂｔα'"o〃ｃＪｅｈαα"／ただ１種，そして終宿主のうち自

然感染が認められているものはイタチ，テン，イヌ，イ

ノシシ，ネコ，アナグマ，タヌキなどである．ヒトへの

寄生例は横川ら（1974)，林ら（1974）によって初めて

報告せられたがその後症例は年々増加している現状にあ

材料および方法

検査したサワガニは1972年６月から1977年９月までの

間に山口県を除く中国地方の29カ所の溪流で採集した

1,561匹でこれらの詳しい調査地および検査数は図１お

よび表１に示した．

検査方法は先ずサワガニの甲をとり内臓別に２枚のガ

ラス板に挾み双眼実体顕微鏡で肺吸虫メタセルカリア

－以下ｍｃと略す－を探す．筋肉は人工胃液消化

法によってｍｃを分離する．得られたｍｃは形態観察

と計測を行った後，イヌに経口投与し糞便に虫卵が排出

されるのを確認した後，剖検して成虫を取り出し圧平し
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図１宮崎肺吸虫メタセルカリアの調査地（○：著者ら，△初鹿1967,●▲：メタセルカリアを見出した地）

て固定し,ヘマトキシリン染色標本を作製して観察する．し，近く（１－３ｋｍ）には石灰岩地帯が存在する．

成績考察

図１および表１に示すように調査した29カ所のうち肺この調査で調査地として選んだのは一つは先人1こよつ

吸虫ｍｃが見出されたのは広島県大竹市の３カ所のみてサワガニから肺吸虫ｍｃを見出したことが記録され

で，他は全く肺吸虫ｍｃは見出されなかった．このうちている地およびその附近であり，その=は石灰岩地帯，

後飯谷ではサワガニ25匹を検査してｍｃが認められたのそしてその三は既知の本虫の分布地に隣接した地域

は11匹で陽性率は44.0％と最も高く１匹のサワガニからである．本虫の第２中間宿主となっているサワガニは

見出されたｍｃの数も多いものが認められた.肺吸虫ｍｃ周知のようにウェステルマン肺吸虫Ｐ．ｚﾋﾞﾉesZe,wza城

のカニ体内における寄生部位は心臓部およびその周辺が（Kerbert，1878）の第２中間宿主ともなっている．そし

最も多く（46.3％)，次いで体部筋肉（24.4％）が多かてこの両者のｍｃは僅かな点で差異が認められるけれ

つた．見出されたｍｃの計測値は表２に示したとおりども形態的にかなりよく似ているので，加茂ら（1961）

である．これらの計測値は諸家によって宮崎肺吸虫ｍｃも述べているように，わが国で従来サワガニから肺吸虫

のものとして発表されている成績とよく一致し，かつ淡ｍｃが見出された例は再検討の必要を生じている．今回

紅色の色素が認められるものの見られないこと，穿刺疎調査を行った岡山県英田郡の３カ所は小林（1942）によ

の認められたものは１個体のみで他は認められなかったってサワガニから肺吸虫ｍｃが見出されたことが記録

ことなどの諾特徴から，このｍｃを宮崎肺吸虫のｍｃ されている１日勝田郡豊国村およびその附近である．また

と同定して差し支えないものと考える． 高梁市の２カ所は吉田（1915）によってサワガニから肺

またイヌに感染試験を行って得た成虫についてみる吸虫ｍｃが見出されたことが報告されている１日上房郡

と，卵巣は相当複雑な分岐を示しており，また体表にあ高梁町および'日川上郡玉川村である．この調査でと

る皮練はどの部位のものもすべて孤立している．これら もIこ肺吸虫ｍｃが見出されなかったことは，先人が見

の諸特徴からこの成虫を宮崎肺吸虫の成虫と同定して差出して報告した肺吸虫ｍｃはその記載どおりウェステ

し支えないものと考える．ルマン肺吸虫のそれであって，両地ともその後肺吸虫症

新らしく本虫のｍｃが見出された地はいずれも小瀬の流行は終息したので，今回の調査ではサワガニから肺

川を挾んで岩国市に隣接し，河口から約13-20kｍ上流吸虫ｍｃは検出し得なかったものと推測する．もし仮

にあり，標高は約100-200ｍ，地質は花崗岩である．但りに両氏が本種のｍｃを見ていたのであれば，本種は

（４０）
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表１宮崎肺吸虫メタセルカリアの検査成績

１匹のカニから見
出されたｍｃの数

調査地調査時検査数陽性数(陽性率96）

鳥取県

八頭郡若桜町角谷

〃八東町安井宿

1977Ⅵ

〃〃

5９

４６

０
０

島根県

鹿足郡津和野町部栄１９７７Ⅵ 11 ０

岡山県

英田郡美作町上相

〃作東町川北

〃〃大内谷

新見市後田津

〃栩尾

阿哲郡哲多町山室

〃〃井原

上房郡北房町宮

〃〃野々倉

高梁市玉

〃河内谷

川上郡成羽町布寄

後月郡芳井町下鴫

御津郡御津町天満

〃〃九谷

〃〃箕地

〃〃下田

〃〃草生

〃〃久師井

1972Ⅵ

〃〃

〃〃

1976Ⅷ

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃 Ⅵ

〃〃

1977Ｖ

1976Ⅷ

〃〃

〃Ⅷ～Ⅲ

〃Ⅸ～Ⅲ

〃〃

〃 Ⅷ

０
０
０
０
７
３
６
１
０
１
０
４
２
１
７
０
３
６
５

５
１
５
５
３
２
４
４
３
３
１
１
１
９
３
１
２
５
６

１
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

広島県

比婆郡東城町久代

〃〃帝釈

〃〃三坂

神石郡油木町新免

大竹市後飯谷

〃前飯谷

〃比作

1977Ⅷ

〃〃

〃〃

〃〃

〃Ⅸ

〃Ⅶ～Ⅸ

〃Ⅸ

０
４
４
２
５
７
７

３
２
１
１
２
４

０

０

０

０

１１(44.0）

５(10.6）

１(14.3）

｛ タ
フ

タ
１
▲
１
ユ

ロ
リ

1５，１２，
２，１，１，

１，１，１，

１

2，２，
１，１

１

前述のように主として野獣を終宿主としているので,自

然破壊がさほど進んでいないこれらの地には現在もサワ

ガニに肺吸虫ｍｃが見出されてよいはずである．

次に石灰岩地帯を調査地として選んだ理由の一つは本

虫の第１中間宿主であるホラアナミジンニナが石灰岩地

帯によく分布するということによるが，さらに愛媛県で

は四国カルストと呼ばれる石灰岩地帯の附近は本虫の濃

厚な分布地となっていることを参考としたものである．

岡山県では高梁川の上流から中流にかけて，また広島県

では成羽川の上流に大きな石灰岩地帯が広がりそれぞれ

阿哲台，帝釈台と呼ばれている．岡山県では新見市，阿

哲郡，上房郡，川上郡，後月郡，広島県では比婆郡，神

石郡における調査地が前記の石灰岩地帯である．岡山県

御津郡御津町にも小さい石灰岩地帯があるが，ここでの

（４１）
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この説をあてはめ得るかどうかについてはさらに詳細な

調査が必要であるが，わが国の中新世中～後期の古地図

(TheAssociationforGeologicalCollaborationof

Japan，1965)と従来報告されているこの属の貝の分布

地とを地図上に重ね合せてみると，分布地の大部分は中

新世に海没を免れた地域に含まれる．従ってこの貝の分

布は中新世中～後期以降の海浸による影響を受けている

可能性が考えられ，このことがひいては本虫の分布に偏

りを生じた原因の一つとなっていることが推測される．

中国地方では前記の古地図によると中新世中～後期に海

没しなかった地域は概ね山口県萩市と広島県竹原市を結

ぶ線の西側である．そして従来記録されているByzhf‐

"eZm属の貝の分布地も本虫の分布地もすべて海没を免

れたとされている地域であり，海没したとされている地

域からは本虫は見出されていない．

本虫の分布と古地史との関連については今後さらに地

域を拡げてByzAi"eZZa属の貝の調査を行い検討した

い

表２メタセルカリアの計測値

外膜の
厚さ

内膜の
厚さ

大きさ

〔22〕

2～４

〔40〕

１２～３１

球形のもの〔12〕

383～502(455）

楕円球形のもの〔28〕

397～539(449)×422～545(467） (22）（2.3）

注：単位〃，〔〕計測数，（）平均値

調査を比較的詳細に行ったのはサワガニ採集中に拾った

イタチの糞便に肺吸虫卵によく似た虫卵を見出したため

である．しかしサワガニからは肺吸虫ｍｃを見出すこと

ができず虫卵は他種の吸虫のものと考えられる．鳥取県

八頭郡の２カ所，島根県鹿足郡の１カ所はいずれＭ､さ

い石灰岩地帯である．このうち鹿足郡は山口県の本虫の

分布地と隣接しているので，さらに調査地とサワガニの

検査数を増やして調査すれば或いは本虫のｍｃを見出す

ことができるかも知れない．

この調査で明らかになったことは本虫の分布は中国地

方においては著しい偏りがみられることで，西部の山口

県および広島県の一部には濃厚な分布地があるが東部か

ら中央部にかけては本虫は全く見出されない．その原因

として考えられることは本虫の第１中間宿主である

Ｂｙ伽卿肱属の貝の分布に偏りがあるのではないかと

いうことである．そこで中国地方におけるこの属の貝の

分布について従来の記録をみると，前述の初鹿ら(1966）

の他に黒田・波部(1957)，波部（1965）などの報告があ

るが，いずれの報告も山口県からのものに限られてい

る．また石川（1954a，1954b，1955,1958）は中国，四

国および九州の３地方において石灰洞の動物相について

調査し，高知，徳島，愛媛，長崎，大分の５県の石灰洞

にByz胸e//α属の貝が分布していたことを報告してい

るが，岡山県新見市の３洞における調査では本属の貝を

見出していない．以上のように今回の調査の対象とした

４県ではByZA伽Ｚｍ属の貝が分布しているという記録

はなく，その分布はかなり限局しているものと思われ

る．では何故この属の貝の分布は限局しているのであろ

うか．

吉井（1968）は石灰洞のトピムシー粘管目Collem‐

bola-を調査し，中国地方では秋吉台(山口県)の石灰洞

からは真洞穴性トビムシが見出されるにもかかわらず，

同じような地理的条件にある阿哲台や帝釈台の石灰洞か

らは見出されない理由を中新世におけるこの地域の海没

によって説臘明している．Byzﾊｶﾞ"ezza属の貝についても

結 論

宮崎肺吸虫は西日本に広範に分布することが知られて

いるが，中国地方では山口県にのみ分布することが知ら

れていて，他の４県一鳥取，島根，岡山，広島の各県一

では本虫の分布状況は明らかでない．そこでこの４県に

ついて本虫の分布状況を明らかにするために，1972年６

月から1977年９月の間に，鳥取県２カ所，島根県１カ

所，岡山県19カ所，広島県７カ所計29カ所においてサワ

ガニ1,561匹を採集して検査した．その結果,広島県大竹

市後飯谷，前飯谷'および比作において採集したサワガニ

79匹中17匹から宮崎肺吸虫メタセルカリアを検出した．

ここに広島県南西部を本､虫の新らしい分布地として追加

する．

この調査に当り愛媛大学教養部鹿島愛彦助教授の御助

言を得たまた愛媛大学医学部行天淳一氏，酒井雅博

氏，正田孝明氏および鳥取県八東中学校田中稔教諭の御

協力を得た．記して感謝の意を表する．

なお，本論文の要旨は第33回日本寄生虫学会西日本大

会において発表した．
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ON THE GEOGRAPHICAL DISTRIBUTION OF THE LUNG FLUKE,

PARAGONIMUS MIYAZAKII, IN CHUGOKU REGION, JAPAN

Hiroshi NISHIDA

(Department of Parasitology, School of Medicine, Ehime University,

Shigenobu-cho, Ehime, Japan)

MiSAO NAGAHANA, Ryo HATSUSHIKA, Motota SHIMIZU

AND

Shigeru KAWAKAMI

[Department of Parasitology, Kawasaki Medical School, Kurashiki City, Japan)

Although the lung fluke, Paragonimus miyazakii is widely distributed in the western

Japan, it has been unrecorded from four prefectures of Chugoku Region, namely Tottori,

Shimane, Okayama and Hiroshima. From June 1972 to September 1977, a total of 1561

freshwater crabs, Potamon dehaani were captured at 29 points in the four prefectures and

examined for the metacercariae of this fluke. As the result of this survey, the metacercariae

were found from 17 out of 79 crabs collected at 3 points in Otake City which is situated at

the south-western part of Hiroshima Prefecture. This is the first record of Paragonimus

miyazakii from Hiroshima Prefecture.
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